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訴     状 

 

平成２６年８月１２日 

東京地方裁判所 御中 

 

  〒１ＸＸ－ＸＸＸＸ 

                                東京都ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸアマノビル 

                                原  告     天  野  コ  グ 

 

         （送達場所） 

      〒１ＸＸ－ＸＸＸＸ 

                東京都ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸアマノビル 

                                原  告     天  野  コ  グ 

      TEL：０３－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ 

      FAX：０３－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ 

 

 

      〒１ＸＸ－ＸＸＸＸ 

                東京都ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ 

                被  告     池  澤  直  美 



 2 

チャリティコンサートチケット売上代金等返還請求事件 

 訴訟物の価格  3，556，680 円 

 貼用印紙額   23，000 円 
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請 求 の 趣 旨 

 

１ 被告池澤直美は，「東北地方復興支援の会 港北」代表としての責任をとり，356，

680 円及びこれに対する平成 23 年 10 月 1 日から支払い済みまで年５分の割合に

よる金員を陸前高田市に届け，その結果を本件ブログ①②に報告せよ 

２ 被告池澤直美は，米国で被告池澤直美に届いた募金額および米国で集めた義捐

金額および日本で被告池澤直美が直接手渡しで得た募金額とそれぞれの使途を本

件ブログ①②に報告せよ 

３ 被告池澤直美は，「ナオミライクな日々」と題するウェブサイト（本件ブログ①

ＵＲＬ：http://blog.platies.co.jp/）のトップページに,「チャリティコンサートのご

報告」と題して別紙１の１記載の記事を,同２記載の条件で掲載せよ 

４ 被告池澤直美は，「料理冒険家『池澤ショーエンバウム直美』のグローバルキッ

チン」と題するウェブサイト（本件ブログ②ＵＲＬ：

http://blog.goo.ne.jp/naomiwakuwaku）のトップページに, 「チャリティコンサー

トのご報告」と題して別紙２の１記載の記事を,同２記載の条件で掲載せよ 

５ 訴訟費用は被告の負担とする 

 との判決を求める。 

 

請 求 の 理 由 

 

第１ はじめに 

  東日本大震災が勃発した平成 23 年，多くの著名人，タレントらが，東北地方復

興のために募金やチャリティコンサートなど役立つ活動を行ってきた。 

  桧田仁氏（元衆議院議員・医師）が理事長の慈善団体「ベトナムストリートチ

ルドレン支援会」（現「ストリートチルドレン支援会」，以下「ＶＳＣ支援会」と
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も言う。）の理事を後夫とともに務めていた被告は，同組織を代表して，日本にと

どまらず，米国での募金活動にも単独で乗り出し，国内においては，顧客を誘引

する手段として被告自身の２件のブログ（以下，「本件ブログ①②」と言う。）か

ら情報を提供し，募金を呼びかけて集金し，平成 23 年 8 月 14 日に開催されたチ

ャリティコンサートの責任者となって，専用のバナーまで作成して１か月に亘り

本件ブログ①②に貼り付けて，チャリティコンサートを広く宣伝・広告した（甲 3

の 15 乃至 18）。 

  ところが，同団体での活動として自発的に「東北地方復興支援の会 港北」代

表に就任した被告は，同年 6 月 30 日公約の「一枚千五百円のチケット代は，最小

限の実費をひかれた後で，ボランティアチームによって直接陸前高田に届けられ

ます。」（甲 3 の 14）ならびに 7 月 15 日公約の「入場料の１５００円は，最小限

の経費を差し引いた全額を，私たちが直接，陸前高田ボランティアセンターへと

届けます。出演者の皆様も，お手伝いをしてくれるスタッフの方々も，みんな手

弁当のノーギャラです。」（甲 3 の 15）を一転させ，チケット売上代金の全額を，

真偽の程は定かではないが,音響費を中心とする経費に使い果たし赤字になったと

して，尊い善意の募金まで取り崩し，被告がチャリティコンサートで発生させた

多額の経費の穴埋めに消費させて，チケット売上代金の全額が被災地に送られず

終いであった。しかも，この事実について被告は，募金に協力しチケットを購入

した閲読者らに対して被告自身の本件ブログ①②において一切報告せず，代表者

として，反省や謝罪の言葉はひと言もなかった。この行為は，「ベトナムストリー

トチルドレン支援会は，皆様の温かいご寄付を１円でも無駄にしない活動をいた

します」との同支援会の活動方針（甲 4 の 7）に大きく反している。 

  被告が，被告自身のブログ記事を中心に広告・宣伝し集客してきたチャリティ

コンサートならびに募金活動において，本件ブログ①②に明記した公約内容と実

際の活動結果との乖離が著しく，同コンサート参加者や募金者のみならず，同コ
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ンサートについて周知・拡散した被告の友人・知人らは「チケット売上代金のほ

とんどが被災地に届いている」と現在もなお錯誤させられたままの状態にある。

さらに，被告は，本件ブログ①において，米国人の弁護士らを集めて直接の募金

要請活動を実行したことや，米国の友人らから写真とともに募金が送金されたこ

とについても記載し一般公開しているが，いずれの募金額と使途についても公表

していない。 

しかも，被告は，代表でありながら自ら池澤直美として司会役をもかって出た

うえコンサートにおいて，６００人収容の大ホールを借り，被告の長女でありプ

ロの声優である池澤春菜氏を出演させて，高額の音響費をかけたとして，芥川賞

作家であり被告の前夫である池澤夏樹氏の著書を朗読させ,２曲も独唱させて（甲

3 の 19，甲 4 の 4）コンサートを私物化し，その場を利用して池澤ファミリーの

名を遺憾なく強調して売名・宣伝活動を実行したものであり，この行為は，「この

組織を活用し商業を目的として活動したい団体及び個人とは一切の関係をもたな

いものとします。」との同支援会の活動方針（甲 4 の 8）にも大きく反している。 

一方，震災発生後，同年 3 月 13 日，被告は，「何をしていても後ろめたいので

す。」などと自身のブログ記事に明記し，一時は過度の自粛生活を標榜し公言して

いたが，慈善団体の理事として自発的に「東北地方被災地支援の会 港北」代表

となりチャリティコンサートを開催して失敗し，多大な赤字を発生させた後は，

本来報告とともに反省し謝罪して自粛すべきところ，その舌の根も乾かぬうちに，

責任を置き去りにして，急遽被災者の生活を顧みない贅沢三昧を繰り返し，過度

の消費行動へと転じて，プレゼント付きクリスマスパーティやアフタヌーンティ

ー・高級外食・ディナーショーを延々と楽しみペルージャまで出かけて５つ星ホ

テルのスイートルームに宿泊するなど，例年にない享楽・豪遊・大盤振る舞い・

酒池肉林の食べまくり宴会等を主催し，しかも，そうした過度の浪費ぶりをあか

らさまに本件ブログ①②に多数の写真とともに記載して恥じない記事を次々と公
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開するに至り，その豹変振りは，原告をとことん呆れさせた。なお,ＶＳＣ支援会

とは名ばかりの団体であり,理事会すら組織的に開かれておらず,同支援会のホー

ムページから被告夫妻の名を理事職から外すことも，同支援会理事である有限会

社カラージェニックの吉●裕●氏と被告の間で簡単に取り決められる程度の馴れ

合い関係にある団体であった事実が後に判明している（甲 4 の 10）。 

さらに，被告は，同年 11 月には，６年以上に亘り唇歯輔車の関係にあり特に親

しい友であり同支援会理事でもある有限会社カラージェニックの吉●裕●氏を初

めて被告宅近くのフランス料理店「アシエット」に無料で招待しており，12 月に

は初出版を果たし，被告を含む１５名の参加者にプレゼント付きのクリスマスパ

ーティを無料で開催し，その翌月には「出版感謝会」と称して同じく被告宅近く

のフランス料理店「アシエット」で同じく被告を含む１５名の参加者に「特上の

シャンパン」を振る舞う例年にない無料の豪華な食事会を開いたうえ，同年 10 月

には被告の長女が経営者となって都内に変身写真館「ミニーナ」を開店させても

いる。 

誰に請われた訳でもなく自発的に被災地を支援する会の代表となっていながら

その立場と責任などどこへやらとばかりの上記に挙げた被告の異例の豪遊ぶりな

らびに本件ブログ①②から被告があからさまに公開した過度の贅沢三昧は，尊い

募金や海外からの義捐金を不正に使用したとの疑念を喚起させるに十分な不謹慎

極まりない行為であり，「東北地方被災地支援の会 港北」の代表でありながらチ

ケット売上代金についての公約を守らなかった事実を本件ブログ①②から報告せ

ず，ひと言の反省も謝罪もなく，閲読者らを錯誤させたまま長きに亘って沈黙の

欺罔行為を続けている被告の態度は到底許されない。なお,被告は過去にも複数回

チャリティーコンサートの開催を手伝い司会役をかって出た経験を有しており

（甲 8 の 2，甲 8 の 3）,「素人」との言い訳は通用しないことを附言する。 
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第２ 当事者等 

 １ 原告天野コグ 

 原告天野コグは，現住居のほかに平成 14 年には軽井沢に別荘を新築し，平成

25 年に購入した伊豆の土地に別荘を建築して●歳年下の妻と二人で暮らし,現

在は，「虚血性腸炎」等腸の病で入退院を繰り返し通院加療中の妻の付添ならび

に専業主夫となって家事全般をこなしており，年金収入で細々と晴耕雨読の老後

生活を送る一私人である。 

従前，原告と妻とは，外資系大手ＩＴ企業日本アイ・ビー・エム株式会社に勤

務しており,いわゆる職場結婚である。勤務先において,原告は,全日本情報機器

労働組合日本アイビーエム支部に加入し,中央副委員長,中央書記長,分会書記長

などを歴任し,労働組合員の労働条件改善や不当な退職強要，卑劣なセクシャル

ハラスメントや横暴なパワーハラスメントなど会社の不正を長年に亘り追及し

てきた。 

 さらに，原告は，趣味の囲碁を続け日本アイ・ビー・エム株式会社に 36 年間

勤続・早期定年退職後の平成 19(2007)年 9 月，関西棋院囲碁アマチュア最高峰

八段の免状を取得し，元財務大臣塩川正十郎関西棋院理事長から表彰を受け，そ

の際の模様が囲碁雑誌「囲碁関西」に掲載され，現在同棋院の公認囲碁インスト

ラクターでもある（甲 23）。また，定年前まで，毎年正月にはホテルオークラ東

京で日本棋院の女流棋士の方々と和やかに碁を打って歓談し，人格温厚ながら，

正義感が強く曲がったことが大嫌いであり，竹を割ったように実直な性格である。 

 また，原告は，ブログサイト「kogchan blog」を運営しており，ベトナムスト

リートチルドレン支援会の活動を批判・指摘していた（甲 25 の 3 乃至 5）。 

 ２ 被告池澤ショーエンバウム直美（通名）こと池澤直美 

被告池澤ショーエンバウム直美（通名）こと池澤直美は，アメリカ CCEInc.

認定ＧＣＤＦキャリアカウンセラー，オリーブオイルソムリエ，ギリシャ料理研
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究家，グローバル人材塾顧問，日本国際観光学会正会員，ビジュアル支援委員会

委員（甲 11 の 4），エッセイスト，被告と後夫で「ベトナムストリートチルドレ

ン支援会」（現ストリートチルドレン支援会）の理事，「東北地方被災地支援の会 

港北」代表，日本オリーブオイルソムリエ協会顧問・講師，自宅で「グローバル

キッチン」（自宅での調理実習と食事を兼ねた老女中心の女子会）を主宰してい

る。 

平成 17(2005)年 6 月には,被告夫妻の結婚式がＴＶ番組で華々しく放映され,ハリ

ウッドスター専属のカメラマンまで撮影に訪れたとされ，世界中に家を持ち「各国

のＶＩＰとの社交を経験した本物のインターナショナル」（甲12）であるとともに，

平成 22(2010)年 5 月には,被告の長女が出演した全国放送のＴＶ番組において「准

教授・著名なマナー講師」（甲 17 の 1）と紹介されているとおり声優の長女・池澤

春菜氏と抱き合わせて母娘ペアで売名行為に励む著名人である。さらに，全国で販

売されている週刊誌光文社「女性自身」の平成 22 年 5 月号に「緊急取材！欧州危

機が日本に与える影響は…」とのタイトルの記事で池澤直美との被告の実名で意見

を求められ（甲 17 の 2）,全国で販売されている月刊雑誌「EFIL」の平成 23 年 7

乃至 8 月号では，著名人である前夫の名をも利用して「池澤夏樹氏は前夫」と宣伝

して売名行為に励む著名人であり,人気女優の羽田美智子氏や本上まなみ氏，第一

線の美容ライター斉藤薫氏らと肩を並べて池澤直美との被告の実名で顔写真とと

もに被告の座右の銘が紹介されている（甲 17 の 3）。平成 24 年 1 月 22 日（土）午

前 10 時から１時間レインボータウンエフエム放送[79.2MHz]の「まじかる☆ママ」

に「元祖ワーキングマザー」としてゲストに呼ばれ（甲 17 の 4）,各種メディアや

報道にも積極的に関わって広く活動している。 

被告は，昭和 25(1950)年 3 月 17 日，神奈川県横須賀市に秦家の長女として誕

生し，祖父母は在日韓国人と告白しており，さらに，米倉涼子・武井咲・剛力彩

芽などの有名女優が多数所属しているオスカープロモーションに所属していたが
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平成 25(2013)年 1 月退社しフリーに転身し現在「アクロス エンタテイメント」

に所属する被告の長女・声優の池澤春菜氏が，平成 24(2012)年 8 月 19 日，「先祖

が渡来人だったらしい」（甲 6 の 6）とツイッターで発言しており，被告は第何世

かは不明であるが在日韓国人二世或いは三世である。なお，平成 20 年 1 月には，

被告が若い米兵から物資を恵んでもらっていたことを（甲 3 の 25），平成 21 年 1

月には，被告の父方の祖母である在日韓国人の「秦とし」氏が米軍人の引き立て

を受けて商売に成功したことを（甲 3 の 26），それぞれ被告自身のブログで告白

している。 

昭和 47(1972)年，御茶の水女子大学を卒業し，日本航空株式会社に勤務し始め

たばかりの時，作家であり学習院大学教授の福永武彦氏の子息である池澤夏樹氏

と結婚した（甲 24）。この婚姻によって，原告の妻と被告は親戚関係となった。 

昭和 50(1975)年，被告は長女妊娠後６か月目を待って，前夫・池澤夏樹氏とギ

リシャに移住し，在ギリシャ日本大使館に勤務した。同年 12 月 15 日，被告は，

ギリシャにて長女池澤春菜氏を出産した。 

昭和 53(1978)年，ギリシャから帰国し，在日ギリシャ大使館商務部に勤務，昭

和 55(1980)年 4 月 11 日，次女池澤摩●氏を出産した。 

昭和 63(1988)年 1 月，被告は池澤夏樹氏の芥川賞受賞を期に，在日ギリシャ大

使館を退職した。 

昭和 63(1989)年，国際基督教大学（以下，「ＩＣＵ」と言う。）に職員として不

正中途入社した（甲 14）。 

平成 5(1993)年，被告は，前夫池澤夏樹氏が原告の妻と同い年とされる他の女性

とともに沖縄に移住し（甲 24），離婚成立前に２人の女児をもうけたと原告の妻

に告白し，●●の現住所で頑として離婚に応じず，娘らと３人暮らしの経済的に

余裕のない生活を余儀なくされた。被告は，長女が高校生のころ，原告の妻の従

前の家に母子３人でやって来て，被告の長女を含めた全員が原告の妻の洋服を持
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ち帰り，その後も被告だけがやって来るようになり，しばしば原告の妻の洋服を

試着しては装飾品などとともに持ち帰り財物の交付を受け続けた。当時の被告は，

親戚の中で最も裕福であった原告の妻の従前の家に，別居中の前夫についての「相

談」と称してはしきりに入り浸るようになり，物心両面の援助を受け，平成 21 年

には「お世話になった」と認めていながら，平成 25 年には洋服を無理やり押し付

けられた，交流したくなかった，相容れなかったなどと言うようになり，感謝の

念はひと言も述べなかった。当時池澤夏樹氏の愛人問題で苦悶しており，経済的

余裕もなかった被告は，飲食の提供を受け財物の交付を得たいばっかりに，自分

が在日韓国人であること，被告の祖父が日本の終戦のどさくさに横須賀の土地を

囲って日本人の土地を略奪し，その土地で被告の祖母が米軍人相手に商売を始め

たこと等を原告の義理の母および原告の妻に直接告白して同情をひき理解を得た。 

平成 8(1996)年，被告は，原告の妻に金銭的余裕がないとこぼすようになり，夜

間の勤務先を紹介してほしいと依頼されたため，原告の妻は知人であったママさ

んに引き合わせた。 

被告は，原告の妻の口添えと被告自らの熱心な働きかけによって，月・水・金

の三日間，時給も未経験でありながら若い子と同じく最初から二千円で，新宿●

●●●のスナック・バー「琥●」で「アルバイトホステス」として働くことを取

りつけた。「琥●」でアルバイトホステスをしていた当時，被告は，ＩＣＵで課長

職という専任職員であったことから，大学の就業規則第７０条「専任職員は，学

長または学校長の許可なく副業することを禁ずる」に違反していた。 

平成 11(1999)年 7 月，被告は，別居から６年後に，たび重なる前夫・池澤夏樹

氏からの離婚要求にようやく応じた。 

平成 11 年 12 月，原告の妻の母が急死し，翌平成 12(2000)年 1 月，原告の妻の

母にしばしば悩みごとを相談しており，「必ずご恩返しいたします」と執拗に繰り

返していたが，被告は，原告の妻が両親と愛犬の死を知らせる葉書（甲 10）を届
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けても，「お世話になった」と自認していながら，原告の義母に対して線香の一本

すらあげに来ることなく，無視したままであった。 

平成 17(2005)年 2 月，被告は，アメリカ国籍を持つ大学教授・トマス・ショー

エンバウム氏（Mr. Thomas J. Schoenbaum）と再婚し，3 月，ＩＣＵを退職し池

澤ショーエンバウム直美との通名をも名乗って活動するようになった。4 月 6 日，

被告は，自宅を会社の所在地としてグローバルキャリアカウンセラーとして，プ

ラティエス株式会社を設立し，代表取締役に就任した（甲 11 の 1）。さらに被告は，

夫妻でベトナムストリートチルドレン支援会理事（甲 4 の 1，甲 4 の 2）として，

また「グローバルキッチン」を開き，自らや後夫・仲間たち同胞らを講師として

講演会や英語教室に派遣し，自らも講師を勤め学校法人恵泉女学園・恵泉銀座セ

ンターの企画・運営に携わってきたが，同法人の創立８０周年記念の年に同法人

の恵泉銀座センターの諸講座も「既に公開講座等で実施されている広範な世代へ

の園芸普及プログラム，文化・教養プログラムに加えて高齢者支援，子育て支援

や社会参加への再教育に開拓的に取り組む」という使命達成の一端を担わされて

いながら（甲 15），記念すべき年である平成 21 年には，使命達成どころか，実質

僅か３年程で同センターを閉鎖に追い込んだ。 

被告は平成 18(2006)年当時から「インターナショナル・セレブレッスン講座」

（甲 12）と題する有限会社ユニクックのウェブサイト「ボンサンス」

（http://www.bonsens.jp/bonsens/essence/ikezawa/lesson.html）での講師であっ

たと共に，「Shall We Afresh?」と題して「フジサンケイビジネスアイ」の運営す

る（http://afresh.business-i.jp/ikezawa/）ブログを執筆していた。被告池澤は「Shall 

We Afresh?」と題するブログのアーカイブによれば，平成 18 年 9 月から記事を掲

載しており，「Ｂｏｎ Ｓｅｎｓ」と題するホームページによれば，少なくとも平

成 18 年以来「インターナショナル・セレブレッスン講座」を主催していたが，集

客に失敗して，開催されなかった。平成 18 年 11 月，被告は，自らが司会役とな
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った箪笥町でのクリスマス・チャリティコンサートで景品として使用する賞品を

募り，たくさんの企業が協力を申し出たとされている（甲 8 の 2）。 

平成 20(2008)年 10 月 22 日，被告は「ナオミライクな日々」ブログサイト（本

件ブログ①）を開設，平成 21(2009)年 8 月「料理冒険家『池澤直美』のグローバ

ルキッチン」ブログサイト（本件ブログ②）を開設，両ブログサイトをそれぞれ

平成 25(2013)年 3 月 8日，同月 3 日で一時休止したが，どちらも平成 25 年 12 月

に再開している。 

平成 23 年 10 月，被告の長女が写真館「ミニーナ」（甲 19）を開業し，被告は

同年 11 月，馴染みのフランス料理店「アシエット」に有限会社カラージェニック

の吉●裕●氏を無料で招待し（甲 1 の 1），同年 12 月，初出版を果たし，１４名を

無料で被告宅に招待してプレゼント付きのクリスマスパーティを開催した（甲 2

の 5）。 

平成 24 年 1 月，被告は馴染みのフランス料理店「アシエット」に１４名の仲間

を無料で招待して出版感謝パーティを開催した（甲 1 の 2）。 

平成 24年1月 23日,被告は「原告の義母に何かあった時には,原告の妻を助ける」

（甲 21）,翌 24 日「原告の義母に何かあった時には,原告の妻を守る」との約束を

交わしていながら守らずに反故にしていた事実を死後１２年を経て原告の妻に唐

突に告白したまま，説明を求めても質問に答えず無視したままであった。 

平成 25 年 2 月 25 日，被告は周りの勧めにより心療内科メンタルクリニックで

ある●●●クリニックで初診を受け「●●病」と診断され，同年 5 月 1 日および同

年 10 月 24 日には●●病の薬が処方されたと原告と原告の妻に告白した。 

平成 25 年 3 月，被告はプラティエス株式会社をかねてからの予定どおり廃業し

た（甲 11 の 1）。しかしながら，廃業後１年が経過した平成 26 年 4 月になるも，

オフィシャルサイト上に公表せず（甲 11 の 2），外部のホームーページ上でも，被

告は同社の代表取締役のまま紹介され公開されており（甲 11 の 3），●●病患者ら
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しからぬ従前以上に精力的かつ活発な営業活動が続いている。 

 

第３ 詐欺的活動 

 １ チャリティコンサート 

被告ら夫妻が理事として活動していた「ベトナムストリートチルドレン支援

会」は，東日本大震災の被災地を支援するためと称して，被告が「東北地方被災

地支援の会 港北」代表となって平成 23(2011)年 8 月 14 日横浜市港北区港北公

会堂でチャリティコンサートを実施したが，声優である被告の長女を出演させて

前夫の著書を朗読させ，自らも司会役を買って出て登場することによって（甲 3

の 19，甲 4 の 4・チャリティコンサートのチラシ），公約を翻し，多額の費用を

発生させ「チケット売上代金だけでは赤字となった」として，何と募金総額 171，

980 円から，尊い善意の 97，180 円をも流用し赤字補填していた事実が同支援

会とは異なる URLの全く別のホームページ上に掲載されていたことが判明し，こ

の行為は募金詐欺に当たる（甲 4 の 5 乃至 6）。 

前述のとおり，被告は，同コンサートに，長女池澤春菜氏を出演させて，その

さらなる売名に利用し，舞台では被告の前夫・池澤夏樹氏の翻訳した著書を春菜

氏に朗読させて宣伝し，被告は出ずっぱりで司会して売名するなど，同コンサー

トを私物化して「池澤による，池澤の，池澤のためのファミリーコンサート」と

ばかりに利用したもので，これは，「この組織を活用し商業を目的として活動し

たい団体及び個人とは一切の関係をもたないものとします。」との同支援会の活

動方針に大きく反している（甲 4 の 8）。 

さらに，前述のとおり，被告が「東北地方復興支援の会 港北」代表となって

から，それまでの「ベトナムストリートチルドレン支援会」として活動していた

団体名が突如消滅し，同サイトも閉鎖され，新団体名である「ストリートチルド

レン支援会」なる新しいサイトが開設されたが，その重要事項についても被告は
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告知していないため，チャリティコンサートのチケット購入者・参加者・募金者

らは，被災地への寄付金額の報告を見つけることが出来なくなった。つまり，平

成 24(2012)年 2 月，旧ホームページを「リニューアル準備中」と称して閉鎖し

たまま新たなサイトについて告知していない被告の行為は，チケット購入者・参

加者・募金者らが，被告の募金詐欺の摘発を困難にしたもので，所謂，証拠隠滅

に等しい。 

被告は，被告自身の本件ブログ①②に「東北太平洋沖地震・チャリティーコン

サート・“港北から東北へ願いは音にのせて”・2011 8/14」との特別なバナーを

作成しそれを３０日間にわたり表示して（甲 3 の 15 乃至 18），6 月 30 日には「一

枚千五百円のチケット代は，最小限の実費をひかれた後で，ボランティアチーム

によって直接陸前高田に届けられます。」（甲 3 の 14），7 月 15 日には「入場料

の１５００円は，最小限の経費を差し引いた全額を，私たちが直接，陸前高田ボ

ランティアセンターへと届けます。出演者の皆様も，お手伝いをしてくれるスタ

ッフの方々も，みんな手弁当のノーギャラです。」（甲 3 の 15），チャリティコン

サート１週間前 8 月 7 日には，「できるだけ経費を節約して，できるだけたくさ

んの支援金を現地にお届けするために，みんなで一生懸命動いています。」（甲 3

の 17）と喧伝して，経費の節約を吹聴し，チケット購入を呼びかける手紙を友

人・知人らに送付した結果「お手紙ありがとうございました。私どももあの地震

以来心を痛めております。私など何のお役に立てず申し訳ありません。せめて，

もし，パンフレットがあまっておりましたら，知り合いに送りたいと思います。

１０枚ほど送っていただけないでしょうか。」と，チラシ１０枚を配布して宣伝

してくださる方がいると伝え，「『帰省中で行かれないけれど』『予定があってお

うかがいできませんが，気持ちだけでも参加させてください。』『これは私たちの

職場の人たちからの応援です。』『切符代を送ります。お釣りはいりません。』な

どなどと，泣かせるお金が封筒の中に入って届けられます。」と，チャリティコ
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ンサートに参加しない人からもチケット代金を封書で受け取った（甲 3 の 17）。 

被告は，連日チケットの購入を本件ブログ①②から呼びかけ，前日の 8 月 13

日にも「結局私たちスタッフは一日仕事です。それでも誰ひとり文句を言うでも

なく，冗談で疲れを吹き飛ばし（ました），お昼は暑い中を歩いて，380 円のお

弁当を買いに行きました。何しろ，少しでも多くの支援をお届けすることが目的

ですから，いくら手弁当だからと言ってお金をかけることはできない状況です。

（現在ゴシック部分は削除され証拠隠滅されている）」と同じ意思表示を続けて

いたものの（甲 3 の 18），いざ当日の 8 月 14 日になると，被告池澤直美は，や

すやすと前言を翻して，スタッフ及び出演者何とその数５５名に，あっさりと弁

当を与えた（甲 4 の 5 乃至 6）。被告は，前日の 8 月 13 日にも，「『前日ですが，

今日の月例会で皆さんに呼びかけます。』と自らも早々にチケットを予約してく

ださった神奈川県善意通訳者の河合会長と菅田リーダー，，，，」，「（NHK レポー

ターの中野眞由美さん）ご夫妻は，『私達カイロに縁のあった人達が，直美さん

のコンサートに向け熱くなって来ております。』と言う，ありがたいお言葉と共

に，カイロにゆかりの方々を７名もご紹介してくださいました。そしてその言葉

の通り，７席のご予約のお電話がはいりました。」（甲 3 の 18）と，チケットの

予約状況を公開していた。翌日の 8 月 15 日になっても，被告は「入場券をお買

いになってくださった皆様なのに，ロビーの募金箱にはたくさんの募金が集まり

ました。ロビーで販売をしたベトナムストリートチルドレンが作業所で作った

品々は完売しました。当日は所用で来られない，病気で動けずに足を運ぶことは

できないけれど，チケットだけでも買わせてください，という優しいお申し出も

たくさんお受けしました。私たちはまだあたふたとしていて，きちんと整理がで

きていませんが，こうした皆さまのお心は，必ず私たちの手で，陸前高田に届け

ます。」（甲 3 の 19）と意思表示していたものの，チケット売上代金は，１円た

りとも，陸前高田には届かず，また，募金をも取り崩してその全額を陸前高田に
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届けることが出来なかったにも関わらず，あたかもコンサート入場代金を陸前高

田に届けるかの欺罔行為を継続して行った。すなわち，最小限の実費，最小限の

経費を差し引くどころか大赤字を発生させ，チケット売上代金つまり入場料は総

て経費に消費され，差し引くことは出来なかった。しかるに，被告の言葉によっ

て錯誤させられた被告の友人は「顔を出して下されば入場料が陸前高田市に届け

られますのでお立ち寄りください♪」（甲 18）と誤信したまま虚偽の宣伝を自身

のブログから公開しており，チャリティコンサート開催前に被告が明記した公言

は，総てが欺罔行為であった。 

被告池澤直美は，それまで「よろしかったらぜひお気持ちを届けてください。

チケットの入手方法などはこのバナーからわかるようになっています。どうぞよ

ろしくお願いいたします。このブログのコメント欄からのお申込みも受け付けま

す。」と広告・宣伝してきたが（甲 3 の 15），「決算報告」については，本件ブロ

グ①②においても一切触れず，一切報告することなく割愛しており，「ストリー

トチルドレン支援会」と称する新たなＨＰ上から，「音響オペレーション費用等

を差し引くと，寄付金額が少額で納得がいかないかもしれません」（甲 4 の 5，

甲 4 の 6）と言いながらも，「コンサートは良い音で皆様に楽しんでいただきた

く，また演奏者の皆様にもベストなコンディションでご演奏いただけるように，

リハーサルも行い，本番と２回分のホール代備品使用料，音響オペレーション費

用等がかかりました」（甲 4 の 5，甲 4 の 6）と抗弁している。しかしながら，

チャリティコンサート開催の趣旨・目的が被災地への募金活動の一環にあること

を考えれば，募金を取り崩さなければ成り立たない状況を知り得ていながら，「良

い音で聞きたい」と願う入場者など存在せず，「良い音で演奏したい」と願う演

奏者が，唯一，被告の長女であるプロの声優・池澤春菜氏以外に存在し得ないこ

とは火を見るより明らかであろう。しかるに，被告が，代表として経費を抑える

権限と責任を持ちながら，反省や謝罪の言葉も一切なく，しかも，「一枚千五百
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円のチケット代は，最小限の実費をひかれた後で，ボランティアチームによって

直接陸前高田に届けられます。」（甲 3 の 14）「入場料の１５００円は，最小限

の経費を差し引いた全額を，私たちが直接，陸前高田ボランティアセンターへと

届けます。出演者の皆様も，お手伝いをしてくれるスタッフの方々も，みんな手

弁当のノーギャラです。」（甲 3 の 15）を一番の目的として掲げてきた筈が，チ

ャリティコンサート終了後になっていきなり「東北地方の皆さんが，今何を考え

て何を欲していらっしゃるのか，皆様にお伝えすることが一番の目的でありま

す」と当初の目的を大きく改竄して恥じない態度は到底許されない（甲 4 の 5

乃至 6・チャリティコンサート募金への御礼）。 

さらに，活動方針において「ベトナムストリートチルドレン支援会は，皆様の

温かいご寄付を１円でも無駄にしない活動をいたします」（甲 4 の 7）と宣言さ

れているところ，被告が，無駄にしないどころか，「チャリティコンサート」の

チケット売上代金を，１円も残さず総て音響代を主とする自らを含むスタッフと

出演者らの経費に使い果たした活動，つまり，被告が責任者となって「チャリテ

ィコンサート」を主催したために，自ら大赤字を発生させたとして，これを埋め

るために，前記のご立派な方々の入場料や足を運べない人たちから封書で預かっ

たお金，あらゆる伝手をたどってかき集めた入場料（チケット代金）の全額は言

うに及ばず，人様からの善意を集めた尊い募金にまで手をつけて取り崩し，これ

らをコンサートにおける音響費の赤字と称して補填した行為も措信するに足り

ず,使途不明であり,後記する被告の贅沢三昧の浪費行為を鑑みれば被告の行為が

募金詐欺でありチャリティ詐欺そのものである（甲 22）と判断されても仕方が

ない。人様から預かったお金が，親からもらったお小遣いとは違うことを承知し

ていれば，前記被告の行為は，たとえ小学生であっても出来ることではなく，反

省や謝罪なしでは済まされない。 

平成 24(2012)年 2 月には，被告夫妻がＶＳＣ支援会ＨＰから理事を削除され
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た（甲4の9）。だが,これは,被告が責任を取って自ら辞職したものでもなければ，

理事会で正式に承認されたものでもなく,有限会社カラージェニックの吉●裕●

氏が被告に相談して一時的に名前を外したものであったことから,実質的には被

告と有限会社カラージェニックの吉●裕●氏とによって好き勝手に運営され，野

放し状態であった事実が明らかとなった（甲 4 の 10）。 

しかも，責任者である被告は，募金を理事・会計担当の吉●裕●氏の個人の預

金口座に振り込ませているから，利子が付けば不当利得に当たることは言うまで

もない。さらに，理事ら個人への手渡しをも勧めているから，会計手続が不明朗

であることも間違いのない事実である（甲 4 の 3）。 

さらに，平成 23 年 3 月 30 日，ツイッターで５万人のフォロワーを持つ著名

人である被告の長女・池澤春菜氏もツイッターから「この度の被災により多くの

財産を失い，治療が必要にも関わらず医療を受ける事が困難な家庭のお子様や，

妊婦の方，また小さなお子様を持つご両親様を対象に，医療費の補助を行う為の

募金を募ります。http://bit.ly/ebltdx」と，被告が平成 23 年 4 月１日付けブ

ログで宣伝・紹介したのと全く同じ文章（甲 3 の 12）を，ベトナムストリート

チルドレン支援会ＨＰのＵＲＬとともに宣伝・紹介して呼びかけており，当初の

目的は医療費の補助を行う為の募金であった。この池澤春菜氏のツイートには，

９９件以上のリ・ツイートがあり（甲 6 の 4），募金はかなりの金額にのぼった

と思われる。しかるに，９月末までの半年間の募金総額が，実際に 171，980 円

（甲 4 の 5 乃至 6・チャリティコンサート募金への御礼）であったかどうかにつ

いては大いに疑念の余地があり，「香り空間に要する実費を負担してくださる篤

志家の方も現われました。」（甲 3 の 14）との報告からも，ギリシャ政府観光局

までが後援していながら（甲 4 の 4），募金総額が少な過ぎると思われる。なお,

このアロマプロデュース料 10，000 円は，前述のとおり当初は篤志家が実費を

負担すると明記し公言していたが（甲 3 の 14），会計報告には経費として計上し
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ており，杜撰な内実であったことは否めない（甲 4 の 5 乃至 6）。 

ところで，募金の残金は，実際には，小さな図書室開設準備金に利用すると被

告のオフィシャルサイトには公開されており（甲 8 の 4）その後については，Ｖ

ＳＣ支援会のホームページから報告すると明記し公表しているが，同ホームペー

ジが証拠隠滅のため閉鎖された現在，１か月間に亘りプラティエス株式会社の商

品である本件ブログ①②上にバナーを貼り，プラティエス株式会社の代表取締役

として，チャリティコンサートの広告宣伝ならびにチケット販売活動を実施して

きた被告には，同コンサートの会計報告（甲 4 の 5 乃至 6）を本件ブログ①②上

に掲載し報告する責任と義務がある。 

なお，募金は「指定寄付金」に指定され税制上の措置が受けられるので，募金

された方々のうち，領収書を請求された方については，同支援会が住所氏名を把

握しているから，募金詐欺に遭われた被害者の方々の特定は容易である（甲 22，

甲 4 の 3）。 

したがって，被告が責任者として「一枚千五百円のチケット代は，最小限の実

費をひかれた後で，ボランティアチームによって直接陸前高田に届けられます。」

（甲 3 の 14），「入場料の１５００円は，最小限の経費を差し引いた全額を，私

たちが直接，陸前高田ボランティアセンターへと届けます。出演者の皆様も，お

手伝いをしてくれるスタッフの方々も，みんな手弁当のノーギャラです。」（甲 3

の 15）と公約しなければ，被告の友人が「顔を出して下されば入場料が陸前高

田市に届けられますのでお立ち寄りください♪」（甲 18）と錯誤させられること

もなく，同コンサートに参加した者はチケットを購入しなかったし，募金をした

者も募金をしなかった可能性が高いことから，被告の支出過多・募金流用は詐欺

行為と判断されても仕方がない。なお,被告のブログを閲読していた原告の妻も,

上記被告の公言を誤信して,原告にも「協力したい」「募金をしましょう」と再三

促してきた被害者のひとりである。 
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そして，被告が,平成 23 年 8 月のチャリティコンサートの募金を流用し（甲 4

の 3 乃至 6），同チャリティコンサートの会計担当者の有限会社カラージェニッ

クの吉●裕●氏に対するご褒美として同年 11 月被告宅近隣のフランス料理店

「アシエット」に無料招待し（甲 1 の 1），平成 18 年のチャリティコンサートで

の企業の協力によって無償で入手出来る経験を活かして（甲 8 の 2），同年 12 月

の自宅でのクリスマスパーティに１４名を無料招待して「空くじなしの福引き大

会」の景品購入に充当しより良い景品を予め自宅用に秘匿した（甲 2 の 5）。さ

らに，平成 24 年 1 月，被告は，被告宅近隣のフランス料理店「アシエット」で,

出版感謝パーティを開催し同じく１４名を無料招待した（甲 1 の 2）。これら平

成23年3月以降の総てのパーティ費用,平成23年10月開店した被告の長女の変

身写真館「ミニーナ」（甲 19）の開店資金等は，「東北地方復興支援の会 港北」

代表であった被告および会計担当だった有限会社カラージェニックの吉●裕●氏

を抱き込んで，同年 8 月 14 日を含む募金を流用したと無理なく推認することが

出来る。 

このように，「東北地方復興支援の会 港北」代表である被告の上記行為は，

詐欺罪と考えられるものであるとともに，音響費等の費用がどの程度かかるかに

ついて被告は前日までに把握可能であり，費用を抑える努力をしなければならな

いところ，前日にあっても公約を変更せずに，さらなる入場を呼びかけており（甲

3 の 18），実際に音響費による赤字が発生したのかどうかについての疑義は深ま

るばかりである。 

 

第４ 日米での募金額と使途が秘匿されていること 

 １ 被告が米国人からの義捐金の額と使途を秘匿した行為 

被告は，ワシントンの友人たちが日本の被災者への祈りのために集合し，義捐

金を被告に送るので被告の最善と思われる所に届けてもらいたいとの依頼を受
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けたと，自身のブログ記事に公開した（甲 3 の 11）。 

ところが，義捐金の額，届け先，領収証等についての公開がなかったため，公

開すべきではないかとのコメントを「松」とのハンドルネームで原告が投稿した

が（甲 25 の 1），被告は，いずれも拒否していることから（甲 25 の 2），実際に

海外から送金が届いたかどうかも不明であるとともに，義捐金について，金額も，

使途も不明の不明朗会計ぶりを露呈させている（甲 3 の 11）。しかしながら，こ

れは預かり金であるから被告には開示義務がある。 

２ 被告が米国人弁護士らを集めた朝食会で得た義援金の額と使途を秘匿してい

ること 

平成 23 年 3 月 31 日午前 8 時，ワシントンのダウンタウンのクラブで開催さ

れた朝食会の参加者１０人のほとんどが高収入を得ていると目される老弁護士

とされており，被告はその席に招かれ日本への義援金について話す機会を与えら

れたとのことであるが，そこで得た義援金の額と使途を秘匿している（甲 3 の

12）。しかしながら，これは預かり金であるから被告には開示義務がある。 

３ 被告が日本で直接手渡しにて得た募金額が公表されていないこと 

被告はＶＳＣ支援会の理事として，直接募金者から現金を集金出来る立場にあ

ったが，公表されているのは募金総額のみであり，被告が日本で直接郵便（封筒）

や手渡しにて受領した募金額と使途は秘匿している。しかしながら，これは預か

り金であるから被告には開示義務がある。 

 

第５ 被告のチャリティコンサート終了後の反省無き浪費・贅沢三昧ぶり 

被告は言行不一致で公約を守らない人物であり，立場を踏まえてせめて年内は

贅沢を控えてむしろ進んで寄付や募金にまわすべきであったと甚だ遺憾である。

すなわち被告は，東日本大震災が発生した年にチャリティコンサートを開き，そ

の代表を務め広く協力を呼びかけて募金を集める一方で大赤字を発生させ被災地
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への募金をも取崩して費消していながら，反省も謝罪もなかった。それどころか，

被告は，例年にない豪遊・大盤振る舞い・酒池肉林の食べまくりパーティを主催

しては贅沢三昧の記事を逐一記載して写真とともに過度の自粛ならぬ過度の浪費

ぶりを本件ブログ①②に露出し公開して止まなかった。以下にそのブログ記事を

列挙する。 

 １ 平成 23 年 9 月 7 日，被告は，被告のブログ記事「おもしろ自己分析」を公開。

被告が過度の自粛から過度の購入三昧へと転じた。「二つ目は，こちらにいる時

のほうが本を読む時間を取れるからです。土壇場でここぞとばかりに突っ込み

ます。いよいよとなれば，何か面白そうな本を物色しに，本屋さんに出かけま

す。移動前のゴタゴタで，たいして吟味する時間もないままに，大急ぎでアマ

ゾンで取り寄せたり，空港の本屋さんで買ったりの手当たり次第のバタバタな

のですが，まるで自分の深層心理が表れているようです。この『ここぞとばか

りに突っ込む』という行為，けっこう自己分析のツールになるかも（笑）。これ

に，加えてこちらに来てから買った本がすでに３冊。全部雑誌のような料理本

です。いったい何冊買えば気がすむのか，，，，でも，スーパーに行くたびについ

手を伸ばしてしまうのです。だいたいが１冊７ドル～８ドル。恰好をつければ

勉強のため，と言えないわけでもありませんけれど，半分以上は，『ああ，今日

は何を作ったらいいかしら』のお助け本です。」 

 ２ 平成 23 年 9 月 20 日，被告は，被告のブログ記事「予想外の夏炉冬扇」を公

開。「銀座の鳩居堂でたくさんウチワを買いこんできました。日本から海外への

お土産の参考にしていただければと公開いたします。 ★ 和紙のランチョンマ

ット・・・一つが４枚入りですので，プレゼントには２つ単位でさしあげます。

★ 和のテイストたっぷりの紙ナプキン★ 着物の生地で作った巾着や小物入れ

や風呂敷」 

 ３ 平成 23 年 9 月 26 日，被告は，被告のブログ記事「『Five by Eight: New Art 
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from Japan』での良き冒険」を公開。「先鞭をきって第一号の買い手となったの

が，わがパートナーでした。もちろん，買ったからといってすぐに手に入るわ

けではありません。会期が終わったあとの１１月に木の箱に入れられて，届け

られます。」 

 ４ 平成 23 年 10 月 6 日，被告は，被告のブログ記事「ハロウィンフォトツアー」

を公開。「私も東京でのハロウィンパーティーにエントリー済。いちおう銀色の

長い髪の毛がついた魔女帽子などを『TARGET』で買いましたけれど，さてさ

て何に変身しましょうか，，，，，」 

 ５ 平成 23 年 10 月 15 日，被告は，被告のブログ記事「ジュディスと私のノンバ

ーバル・コミュニケーション」を公開。「ジュディスの気の利いた計らいが嬉し

くて，急いで返礼のカードを書いて，プレゼントと一緒に抜き足差し足，３軒

隣りのドアにかけに行きました。ペンシルベニア州ランカスターのアーミッシ

ュ村で買ってきたキルティングの鍋つかみとコースターです。」 

 ６ 平成 23 年 10 月 21 日，被告は，被告のブログ記事「幸せの条件あれこれ～小

林直樹先生を囲む会」を公開。「３２人のお客様をお迎えしました。（略）小林

先生は，つい２週間前に９０歳におなりになったばかり。総合人間学会の名誉

会長でもあります。」 

 ７ 平成 23 年 10 月 23 日，被告は，被告のブログ記事「失くし物も忘れ物もか『何

てラッキー！』」を公開。「ふと気がついたらメガネケースが鞄の中にありませ

ん。そして，ネットで調べて，車で１時間の大きなショッピングモールの直営

店まで買いに行きました。何を？って，もちろんメガネケースです。失くして

しまったソフトタイプのものはなかったのですが，幸いよく似た柄でハードタ

イプのものがありました。そこで切り上げるはずだったのですが，，，， 結局な

んだかんだで大小取り混ぜ１０点以上。とは言え自分用には，メガネケースと
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PC ケースとバッグが１点。あとはみんな友人たちへのお土産です。」 

 ８ 平成 23 年 10 月 30 日，被告は，被告のブログ記事「たとえカボチャの馬車だ

って」を公開。被告が過度の自粛から過度の興楽三昧へと転じた。「そんなお祭

騒ぎにちょっと加担するのも楽しそう，とばかりに，今日はお台場で開催された

『ハロウィーン１００人パーティー』に遊びに行ってきました。お祭好きＤＮＡ

がしっかり受け継がれてしまったらしい娘の企画によるものです。それに，ハロ

ウィーンだろうがなんだろうと，みんなと一緒に楽しめるお祭り日がひとつでも

増えるなら，それはそれでいいことではないでしょうか。お笑い芸人さんもパフ

ォーマンスを繰り広げます。」 

 ９ 平成 23 年 11 月 5 日，被告は，被告のブログ記事「いいじゃありませんか，

ハロウィンパーティ＠ＴＯＫＹＯ」を公開。 

 10 平成 23 年 11 月 27 日，被告は，被告のブログ記事「アシエット再び＠ＴＯＫ

ＹＯ」（甲 1 の 1）を公開。「秋の祭日に，そんな特別な友をご招待。遅ればせの

お誕生日と，今年もたくさんお世話になった御礼を兼ねて。」「アシエット初体験

のユウコさんは前菜６種の盛り合わせ。」と書き，被告宅近隣のフランス料理店

「アシエット」にチャリティコンサート会計担当の吉●裕●氏を無料招待したこ

とを公開。 

 11 平成 23 年 12 月 1 日，被告は，被告のブログ記事「銀座でアフタヌーンティ

ー＠ＴＯＫＹＯ」を公開。 

 12 平成 23 年 12 月 7 日，被告は，被告のブログ記事「ナイスタイミングのウェ

ルカムプレート＠ペルージャ」を公開。 

 13 平成 23 年 12 月 19 日，被告は，被告のブログ記事「クリスマスはポットラッ

クパーティで＠ＴＯＫＹＯ」（甲 2 の 5）を公開。 

 14 平成 23 年 12 月 20 日，被告は，被告のブログ記事「何でもありがポットラッ

クの楽しさ＠ＴＯＫＹＯ」を公開。 
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 15 平成 23 年 12 月 21 日，被告は，被告のブログ記事「シフォンケーキも苺大福

も＠クリスマスポットラックパーティー」を公開。 

 16 平成 23 年 12 月 22 日，被告は，被告のブログ記事「朝ごはん対決はどちらに

軍配？＠ペルージャｖｓ御殿場」を公開。 

 17 平成 23 年 12 月 26 日，被告は，被告のブログ記事「我が家の今年の持ち寄り

クリスマス」を公開。 

 18 平成 23 年 12 月 28 日，被告は，被告のブログ記事「遅れた報告～我が家の持

ち寄りクリスマス」を公開。 

 19 平成 23 年 12 月 29 日，被告は，被告のブログ記事「みんなで飾ったスペシャ

ルなクリスマスケーキ」を公開。 

 20 平成 23 年 12 月 30 日，被告は，被告のブログ記事「ビルボード東京のクリス

マスプレート ゴージャスな夜景付き」を公開。 

 21 平成 23 年 12 月 31 日，被告は，被告のブログ記事「パークハイアットのアフ

タヌーンティーはかなりお得」を公開。 

 22 平成 24 年 1 月 2 日，被告は，被告のブログ記事「辰年最初の家族ランチ」を

公開。 

 23 平成 24 年 1 月 16 日，被告は，「特上のシャンパンが開けられて」と，チャリ

ティコンサートで大赤字を発生させた被告が自ら「特上の」と知らしめる慎みの

ない文言を書いて公開したため（甲 1 の 2・証拠隠滅・一部削除修正・「『出版記

念会』のスペシャルランチ＠ＴＯＫＹＯ」・2012 年 1 月 16 日），原告の妻がたと

え実際に特上のシャンパンだったとしても主催者である被告が自分で書くこと

ではありませんと諌めるコメントを投稿したが，当該コメントは削除され証拠隠

滅された。 

 

第６ 詐欺的行為に対する請求内容 
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 １ 被告がプラティエス株式会社代表取締役として，「東北地方復興支援の会 港

北」代表としての責任において，また，被告夫妻がＶＳＣ支援会の理事として，

被告の長女の母親として，被告自身が事前にブログ記事で読者に公約した内容を

果たせなかった部分については，「各国のＶＩＰとの社交を経験した本物のイン

ターナショナル」として講座を開設し（甲 12），インターナショナルセレブを標

榜して，世界中に家を持つとされる著名人である被告が費用を負担するのが妥当

であり，被告がチケット代金総額および募金から補填した費用の合計額を陸前高

田市に寄付することが求められる。 

 ２ 被告が自身の本件ブログ①②を活用して１か月以上に亘りチャリティコンサ

ートの広告・宣伝をしていたにも関わらず（甲 3 の 15 乃至 18），決算報告を同

ブログ上で報告せず，反省も謝罪もなく，また，そのリンクを貼ることもなく錯

誤させたままの状態で隠蔽したに等しい行為は不適切であるから，別紙１および

２の１記載の記事を同２記載の条件で，本件ブログ①②のトップページにそれぞ

れ１年間掲載することが求められる。 

 ３ 被告個人が日米で直接集金あるいは送金された募金額を開示し本件ブログ①

②に掲載し公開することが求められる（甲 3 の 11，甲 3 の 12，甲 4 の 3，甲 25

の 1 乃至 2）。 

 

第７ 被告が負担すべき費用の額 

 募金総額 171，980 円の内，74，800 円が実際に寄付されたとの決算報告が正

しいとすれば，少なくとも，97，180 円がチャリティコンサート等の費用に流用

されているが，募金の性格上全額が寄付されることが望まれるから，その流用額

の 97，180 円および，被告が，「最小限の費用を引いて」あるいは「コンサート

に出掛けるだけで」寄付が成されるとの被告自身あるいは知人の宣伝文句を虚偽

の表示にさせないためには，謝罪の意を込めて，同コンサートのチケット代金総
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額 259，500 円の１００％，259，500 円の合計である 356，680 円の負担が妥当

である。 

 

第８ 結論 

したがって，被告に対し， 

 原告は， 

 (1) 356，680 円を陸前高田市への寄付を求め， 

 (2) 本件ブログ①②に別紙１および２記載の１記事を同２記載の条件でそれ

ぞれ１年間，トップページへの掲載を求め， 

 (3) 日米で被告が直接あるいは送金によって入手した募金額を本件ブログ①

②上への報告を， 

それぞれ求める。 

 

第９ 関連事実 

被告の行動あるいは本件ブログ①②の記事の内容は６４歳という被告の年齢か

らしても，当時プラティエス株式会社の経営者という立場からしても常軌を逸した

もので，特筆すべきは，不正や違反を行っていながら，却ってそれを「悪さ自慢」

「悪目立ち」として，堂々と本件ブログ①②記事等で露悪的に一般公開している特

異性にあり，閲読者から批判・糾弾を受けても仕方のない恥ずべき内容でありなが

ら一切反省しない点にある。なお，被告が，平気で虚偽の事実を著書に書いて出版

した事実もある。 

１ 被告が財布を忘れて昔の同僚夫妻に飲食代金と小銭を借りた行為 

被告が，平成 23 年の暮れの昔の同僚夫妻との忘年会で，財布を忘れて，飲食

代金と小銭を借りた事実が公開されている(甲 3 の 23)。しかし，借りたお金を

返したという記載は公開していない。被告が前夫との別居生活中には，原告の妻
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との外食にあたり，財布を原告の妻宅に置いて出かけるという理不尽な行為を継

続させた事実がある。つまり，被告は，鼻から飲食代を払う気などなかったとい

うことである。当時から１５年も経過しているのに，被告が，未だに財布を置き

忘れるという手口を使っており，しかも，それを公開しているのかと，呆れても

のが言えない。 

２ 被告が密輸行為を友人に依頼していた事実を吹聴した行為 

被告がギリシャから帰国した十年前は食品（山羊のチーズ「フェタ」）を日本

では入手不可であったことから，ギリシャの友人に依頼して密輸していたと，被

告に聞かされた被告の知人が平成 21 年 10 月 5 日付けブログに書いて公開した

（甲 16）。 

３ 被告の運転について「犯罪レベル」とネットで糾弾され，被告の長女がツイッ

ターで暴露した被告の危険運転について「５万人のフォロワーがドン引き，免許

証の返上を進言するものが多数」であった事実 

被告の交通法規を無視した悪質な自動車運転については，平成 22 年 5 月 23

日，被告の長女がツイッターで暴露した結果，重大事故や犯罪につながる危険性

の高い行為であったことから，誰もが看過出来ない内容であり，投稿（ツイート）

を「声優・池澤春菜の母親の運転が犯罪レベルだった件」との話題に収集してま

とめられ，現在もネット上に公開されている（甲 6 の 2）。 

被告の長女が，「ママの運転はほぼ 100%の確率で，酔う。度重なる U ターン，

対向車線爆走，干渉帯につっこむ，左折するのに右しか見てなくて左から来た車

につっこまれかける，ダラダラブレーキ，ウィンカー出しておいて直進」「トド

メは高速の入り口を全速突破(noETC)，高速を全速逆走。要するに，運転できな

い私から見ても『ものすごい下手なんじゃないか』と思わせる何かが満載。あま

りにヒヤヒヤしすぎて，気持ち悪くなる……」「ママの運転する車が今日もどこ

かを走ってると思うと，この世界に安全なんて言葉，ないに等しい。」との投稿
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に対して，１６人のフォロワーらが次のとおり，１７の正当な批判の投稿を行っ

ている。 

①「他人に迷惑をかける前に車の運転を止めるように忠告するか，通報するほ

うがいいな。ぶつけられたり物を壊された人の被害は回復できない。」

（sirokumah）②「もろ犯罪者」（sirokumah）③「それ，ぎりぎりアウトなんじ

ゃぁ無いかな？」（nyorori_3）④「文章だけ読むとお母様は運転しちゃいけない

と思います。激しく危険です」（k_tagomori）⑤「失礼ながら，それは運転でき

る僕から見ても，物凄く下手…というか，まずいですよ。 お母様はよく運転な

さる方なのでしょうか。 人身事故になると他人の体や命が関わってきます。 

余計な事かもしれませんが，心配です…」（matsu009）⑥「逆送は道路交通法違

反ですし，料金所突破も違反です。お母様は免許を返納された方がよいのでは？」

（kunzite360）⑦「誇張じゃないのなら，もう運転させちゃダメです。」（euoni）

⑧「ぜんぜん笑い話じゃないというか，教習所で再教習なり，近所以外の運転を

控えるよう強く言うかしないと駄目だと思いますよ。聞いてる限りだと，いつ関

係ない人を巻き込んで死なせてもおかしくないように思います。」

（kiri_nakazato ）⑨「人殺す前に運転やめてもらってください」（umaibonnu ）

⑩「いや，それ，下手とかいう問題じゃないです。危険すぎます。」（y_tsuduki）

⑪「お母上に運転・・・や・め・さ・せ・て・く・だ・さ・い。いつかニュース

になりそうな気がする」（iamnaoshi ）⑫「はるなさん，早く免許とって，自分

で運転できるようになりましょう(^_^;)。でないと，そのうち洒落にならないこ

とになりますよ。自動車事故で一番怖いのは，他人を巻き込むことです……これ

ばっかりは冗談にできませんぜ。」（yatou_kai）⑬「うーん交通事故で亡くした

身としては微妙な話しですね 安全運転大事ですよね 通学路路地裏暴走は怖い

です」（04Pia）⑭「いつも思うんですよ。そんな人がゴールド免許持ってていい

のかと！免許与えちゃダメな人種って確実にいるんですよと！」（sekiakai）⑮

http://twitter.com/sirokumah
http://twitter.com/sirokumah
http://twitter.com/nyorori_3
http://twitter.com/k_tagomori
http://twitter.com/matsu009
http://twitter.com/kunzite360
http://twitter.com/euoni
http://twitter.com/kiri_nakazato
http://twitter.com/umaibonnu
http://twitter.com/y_tsuduki
http://twitter.com/iamnaoshi
http://twitter.com/yatou_kai
http://twitter.com/04Pia
http://twitter.com/sekiakai
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「誇張無しで高速を逆走レベルなら免許を返納したほうが良いかと。 あるいは，

カーナビをつけてあげて下さい。 そうすれば高速の入り口を間違ったりはしま

せんから。」（yakumo_m）⑯「あなたのお母様には気の毒だが，重大な事故を起こ

す前に免許を取り上げた方が，本人の為にも世の中の為にも良いと思います。」

（tori_555）⑰「冗談ではすまないです。交通事故で障害を負ったり大切な人を

亡くされた方がこれを読んだらどう思われるでしょう? 身内なら免許証の返上

を説得すべきです。」（toriliver ） 

さらに，被告の長女は，「IKEA関係ないけど,駐車場から出る時に,入り口に突

っこもうとするママも止めた。そこ,一方通行だから。正面衝突確実だから。そ

の後,中央分離帯を突っ切ろうとするママも止めた。死ぬから」と，家具販売店

での出来事を記載した平成 22 年 1 月 7 日付けのブログ記事をも公開しており，

被告は，一貫して非常識で，著しく規範意識に欠ける人物である（甲 5 の 2）。 

また，被告は，「無免許」と自ら書いていたが，正しくは「免許不携帯」であ

るが，免許証を持たずに車を運転して交通法規を破ったことについて，「言うま

でもありません」と堂々と記載して平成 20 年 12 月 13 日付けブログ記事を公開

したことから，被告は，一貫して非常識で，著しく規範意識に欠ける人物である

（甲 3 の 1・証拠隠滅・原告が保存してあった記事）。 

さらに，被告は，平成 22 年 6 月 22 日付けブログ記事においても「私たちが

頼んだのは，『イカ墨のリゾット』と『サーディンのペンネ』。そしてもちろんよ

く冷えた白ワイン。」「えっ，車でしょ？などと突っ込みはいれないでください

（笑）。地中海の太陽の下では，ランチタイムの白ワインはよく冷えた水のよう

なもの。」とイタリアの海辺のレストランで飲酒した後の運転を意図した記事を

公開しており，被告は，一貫して規範意識に欠けた人物であることを自ら喧伝し

て自身の名誉を広く貶めている（甲 2 の 2）。 

４ 被告が強引に「分捕った」ものならびにその行為をブログで自ら公開し宣伝し

http://twitter.com/yakumo_m
http://twitter.com/tori_555
http://twitter.com/toriliver
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た事実 

被告の平成 18 年 9 月 20 日（水）のブログ（甲 8 の 1）を読んで，何にでもタ

ダのものに飛びついて奪い取る癖は，学生時代から「大きな力」として大切に育

み習い性となっていたことがわかった。エピソードを要約すると，何年か前の「同

窓会」で，被告が全く忘れ去っていた内容であり，被告が，パンナムの機内で配

られた毛布をやたら気に入って所望し『この毛布は売り物ではありません。』と

頑として突っぱねていたスチュワードが，結局は被告の『熱意』に負けて『しょ

うがない，いいでしょう。1つお持ちなさい。』と言ったと自ら公開している。 

上記エピソードには，被告の「欲ばる」→「ねだる」→「分捕る」が端的に示

されており，どんなに気に入ったとしても，売り物であれば被告が買わなかった

事実は自明の理だが，「毛布は売り物ではない」（スチュワード）からこそ「ただ」

で貰えると承知で譲らなかったことが証明される。機内の備品である毛布を，

駄々をこねて，相手が根負けして持ち帰りを許すまで我を張るという卑しい行為

を被告が「熱意」と表現して自画自賛していることもきわめて特異であり（甲 9

の 3），販売品でないと禁じられても聞き入れず，自我を押し通して譲らず，平

気でルールを無視する人物であることを自ら喧伝して，自身の名誉を広く貶めて

いる。 

５ 被告が過剰なまでに物品を無料でもらうことの好きな人物であり, 被告の特異

性を被告の娘らが受け継いでいる事実 

平成 22 年，被告が入場不可の立場にある被告の長女に「当日は大きなバッグ

を持って（く）るように」と指示して食品展示会ＦＯＯＤＥＸに参加させ母娘で

無料の食料品をもらいに回わり合計８袋もの物品をせしめて持ち帰れずに郵送

しなければならなくなった事実が，被告の長女のブログ記事に公開されている

（甲 6 の 1）。 

６ 現在就職の相談にあたるキャリアカウンセラーである被告がルールを無視し
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て，若い女性の就職を妨害してＩＣＵに不正中途入社した事実 

当時３９歳であった被告が，失業中，ＩＣＵが２５歳までの人員を募集してお

り，年齢制限にひっかかっていたにもかかわらず，中途採用試験の受験を許可さ

せたものの，面接試験で落ちた。ところが，被告は，なおも喰らい下がり，副学

長にまではたらきかけさせ決定を覆させ，他の内定者を落とさせてまで強引にＩ

ＣＵに不正中途入社したという許されない行為について，公衆の面前で堂々と語

り，その内容を現在も恥ずかし気もなく議事録として公開しているもので（甲

14），不正をものともしない人物であるとの被告の特異性について自ら喧伝して，

被告自身の名誉を広く貶めている。 

この，年齢制限をも大幅に無視した驚くべき大胆かつ強引な不正入社について

被告は，「友人の教授が，『私のような人を採用しなかったから，当時の思わしく

ない状況があるのだ』と大学に掛け合ってくれて，副学長が決定を覆しＩＣＵで

働くことになりました。」などと自画自賛しており，堂々とむしろ自慢気に公開

している。これは，利用出来るものは何でも利用して憚らない被告の信条が反映

されている。なお，被告の不正に手引きをした「友人の教授」とあるが，このＩ

ＣＵの教授について被告は，ＪＡＬ時代の親友の夫と紹介しており，それが正し

ければ，「友人のご主人であるＩＣＵの教授」が正しい。 

７ 被告が勤務先の就業規則を無視して，副業に就いていた事実 

平成 8 年頃，すでにＩＣＵで広報課長職という専任職員であった被告は，大学

の就業規則第７０条「専任職員は，学長または学校長の許可なく副業することを

禁ずる」に違反していた。被告は他人にさえわからなければ平気で，昔から困っ

た時のことはいち早く忘れ，臭いものには勢い良く蓋をして，がむしゃらに前進

する人物である。 

或る時，原告の妻は「お顔の広い（原告の妻の名）さん，どちらかお勤め口な

いかしら？」と，被告から話を持ちかけられた。当時，ＩＣＵで広報課長として
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勤務していた被告が，土曜・日曜でなく，平日夜間の勤務を希望していることを

知り原告の妻は唖然としたそうだ。 

なぜなら，当時，原告の妻は日本アイ・ビー・エム株式会社に勤務しており，

平社員でも今なお副業は禁じられているからであり，ＩＣＵに於いても，ある一

定の役職以上の職員の副業は禁じられていると思われたからであった。当時原告

の妻は，同社の人事部門に在籍していたのでより慎重かつ厳格に考えていたため，

その点は大丈夫かと確認したところ，被告は，「それが何か？」と言った風情で，

回答を避け，はぐらかして有耶無耶のまま回答しなかったそうだ。 

被告は，生真面目で要領の悪い人間や，世渡り下手の愚直な人間を馬鹿にして，

被告流を押し通し，当時から，まっとうな指摘や常識的な批判に耳を貸すことは

なく，規範意識に欠けた被告は，ルールや決まりをこっそり破ることについても，

まったく意に介せず，ばれさえしなければ何をしても良い，同じ人間であっても

仮面をつけたまったく別の顔で別の振舞いをすることが許されると考えていた

ようだ。 

原告の妻は，被告に，新宿●●●●のスナック「琥●」を紹介し，「アルバイ

トホステス」として月水金曜日，通常水商売が未経験であれば時給 1，500 円の

ところを 2，000 円にしてもらって勤務することになった。ところが，被告は後

になって午後 7 時から 12 時までせっせと「皿洗い」をさせられたなどと虚偽の

事実を書き，職種を「皿洗い」と改竄するまことしやかなブログ記事を公開する

など（甲 8 の 5），原告の妻は被告から嘘を付かれ利用されるばかりであった。 

８ 被告が不正を働き長女を成城大学のミスコンテストで優勝させようとした事

実 

被告からの依頼で成城大学の文化祭に誘われた目的は，被告の長女が出場する

ミスコンテストを応援するためだった。終盤にさしかかり，「会場の皆さんも審

査員です！」とのタレント彦摩呂氏によるアナウンスの後，会場であった教室形
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式の講堂に，前方から回って来た大きな箱から，めいめいが紙を一枚取って後ろ

に回した。すると，被告から呼ばれた原告の妻は，手をひかれたまま会場を離れ

すぐ近くの狭い女子トイレに入れられた。「さあ，早く！」と被告から持たされ

たボールペンで原告の妻は，被告がトイレに持ち込んだ大量の白紙に，被告の長

女のエントリーナンバーを無言かつ大急ぎで書かされた。 

記入し終わると，被告は顔色ひとつ変えずにトイレを出て，投票箱に深く手を

入れると紙吹雪をまき散らした。不正を働き，あれ程書いたのにまだ上手がいた

のか，それとも実力だったのか，被告池澤直美の長女の結果は準ミス成城に終わ

った（甲 9 の 2）。 

９ 被告が利用できるものは何でも利用し，利用価値がなくなると使い捨てする人

物である事実 

原告の妻は，被告が，三鷹市在住で原告の妻の親族にあたる独学で四柱推命の

占いをしていた当時７０歳以上でひとり暮らしの故・岸●礼●氏に，池澤夏樹氏

との別居・不倫問題で相談に訪れ何度も無料で鑑定してもらっていた，と聞き及

んだ。礼●氏のお墓の管理費について，遠縁にあたる藤●紀●氏から電話があっ

た時，原告の妻が，義母の訃報を無視した被告の非道ぶりについて話すと，藤●

氏から，『あの方（被告）は利用できるものは何でも利用して，後は知らん顔の

できる方。礼●さんの時もそうでした』と話された。被告が礼●氏にお世話にな

っていたことを知っていたため，藤●氏が，礼●氏の訃報を被告に知らせても，

被告は，お香典も供花も，お悔やみのひと言もよこさなかったと言う。さらに，

藤●氏は，『礼●さんは，長年三鷹に住んでいて，直美さん（被告）の勤務先の

ＩＣＵも同じ三鷹なのに，具合が悪くなってからというもの，お見舞いに来られ

たこともなくお葬式にも来られませんでした』と静かな口調で語った。 

つまり，被告は，恩人が亡くなっても関係ない，利用価値の無くなった者，故

人に対しては見向きもしないという，およそ日本人の社会通念とは相容れない忘
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恩主義者であり，ここでも被告が冷酷かつ非情な行動を取っていた姿が明らかと

されている。 

一方の原告の妻は，礼●氏とはほとんど付き合いがなく，遠方であったうえに，

蒲柳の質であるにもかかわらず，礼●氏の葬儀に参加して，亡父とともに，誰も

引き受けなかった納骨という儀式をやり遂げた事実がある。 

10 被告が希望を叶えてくれた相手に実費を支払わなかった事実 

被告の傍から逃げ出して遠く沖縄で女性とともに暮らしていた前夫池澤夏樹

氏の現住所から電話番号を割り出せないかと，平成 5 年乃至 11年のある時被告

が原告の妻に持ちかけたことがあり，自力では不可能だったが，被告と同じ女子

大を卒業し実力ある年長者のＫ子に相談すると，Ｋ子は程なくして電話番号を導

き出した。 

Ｋ子は被告に対して，ビジネスライクにいくばくかの謝礼を所望したが，結局

は被告に説き伏せられ，一円だに報酬を得ることができなかったと怒っていた。 

11 被告らの恐喝に類する行為 

原告の妻が社外の男性Ｙ氏からストーカー行為を受けた話を「琥●」でママさ

んに話していると，それを聞いていた被告から，週刊誌の記者になりすまし，Ｙ

の会社に電話するから，会社の電話番号とＹの自宅の住所を知らせろと言われた。

自宅の住所は，娘たち（被告の長女・池澤春菜氏および次女・池澤摩●氏）にＹ

の名前で出前をたくさん注文させるためだと話した。 

原告の妻は，そのような卑怯なやり方はポリシーに反するし，敵対する者とは

あくまでも一対一の関係によって，他人に頼ることなく対処すべきとの従来から

の一貫した考えから，犯罪に近いリベンジ法を即座に提案した被告に原告の妻は

戦慄した。 

きれいごととつくり声の仮面は粉々に割れた。すぐに被告はＹの会社の大代表

に電話をしたと言ってきた。「『週刊Ｘ潮』の記者だと言って電話を回してもら
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ったわ。Ｙの電話はアンサーホンになっているのね。『このような事実をどうお

考えになりますか？』って散々吹き込んでおいてあげたから，さぞブルッている

ことと思うわヨ」と悪人言葉を差し挟んで高く笑いながら話す被告を前に，原告

の妻は言葉を失った。真実かどうかも不明だった。今となれば，原告の妻から謝

礼をもらいたくて作り話をしただけかも知れないが原告の妻は気が晴れるどこ

ろか，被告の怖さを実感しただけで，謝礼を思いつくどころではなかった（甲 9

の 1）。 

12 原告の義母の親心につけ込み利用した，被告の契約不履行 

被告は，生前の義母と「義母に何かあった場合，被告が原告の妻を助ける」と

の約束を結んでいながら，それを反故にしていた（詐欺罪）事実について，平成

11 年 12 月 31 日義母急死後から１２年以上経た平成 24 年 1 月 23 日に至るまで

通知せず，いきなり電子メール（甲 21）で原告の妻に明かしたことによって，

原告の妻は，心身ともに甚大な衝撃を受けた。 

被告から「尊敬する大好きな（義母の名）お姉様」「誰よりもお美しいお姉様」

「誰よりもお優しいお姉様」などと呼ばれ，手紙に書かれては崇め奉られていた

義母ならびに，被告から「年下の姉様」「○○○（原告の妻の愛称）ちゃん」「妹

のように大切な」「大事な人」などと心にもない欺罔行為によって財物を交付さ

せられてきただけで，実際には約束を結んでいながら義母急死時に助けてもらえ

なかった原告の妻は，被告による悪質かつ巧妙な「親心利用詐欺」による被害者

でもある。 

しかも，この義母や原告の妻への褒め殺しの手口は，１０年以上もの時を越え

て，後項「14」の日本秘書協会前理事長・故石川愛氏のケースへと脈々と続いて

いた。 

被告が，原告の妻から義母および愛犬の急死を知らされても（甲 10），原告の

妻を完全無視して何ら援助せず，それどころか無視を決め込んで背を向けたこと
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は言うに及ばず，平成 11 年以降も義母の遺志を冒涜するとともに，遺族である

原告の妻の心情を幾度となく乱し，傷つけては弄んできた愉快犯の如き被告の言

動は，決して許されない。 

何よりも，原告の妻の行く末を心配する義母の「親心」を利用して，義母およ

び原告の妻から金品と時間と真心を奪ったうえ，生前に義母と約束を交わしてい

ながらそれを反古にして，義母の急死後，原告の妻に背を向け続けて訃報を知ら

せに対しても完全無視を貫いた被告の行為は，罪深い「親心利用詐欺」にほかな

らない。 

13 原告の義母との「最後の約束」について明かさない被告の「嫌がらせ行為」 

原告の義母の死後７年後，原告の妻が被告に謝罪を要求したが無視されたこと

から，当時から被告の取引先であった有限会社カラージェニックにはたらきかけ

たことによって，ようやく被告から心にもない美辞麗句を勢ぞろいさせた手書き

のカードが届き「最後に交わしたお姉さまとのお約束は人生最後の時まで固く守

り通します」（甲 13・カード）と書いているが，その内容については明かさない

という嫌がらせ行為を現在も継続させており，実際に守っているかどうかは不明

である。 

14 被告が２件の本件ブログ記事に，甘言を弄してお年寄りから金品を交付させる

手口を指南する内容を公開している事実 

実際に，被告の平成 23 年 8 月 5 日付けブログ記事には，一般社団法人「日本

秘書協会」当時理事長（現在故人）の石川愛氏という７０歳を過ぎたひとり暮ら

しのお年寄り女性との癒着ぶりが頻出しており，石川愛前理事長を褒め殺しにし

た被告が，「客先」の最高責任者である石川愛前理事長との約束の日時を忘れて

すっぽかすというあるまじき行為をやってのけた（甲 3 の 16・証拠隠滅・原告

が保存してあった記事）にもかかわらず，その温情に甘える形で新たな仕事を回

してもらうという，およそ「客先」との関係とは呼べず，ビジネスライクとは程
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遠い手法を公開しており，客先の最高責任者である石川愛前理事長から被告宅に

宅急便で届いた大きな紙袋について，その内容を逐一写真とともに公開した平成

22 年 6 月 3 日付けブログ記事（甲 3 の 5・証拠隠滅・原告が保存してあった記

事）などありとあらゆる同氏についての個人情報を被告が書き散らしたブログ記

事（甲 3 の 6，甲 3 の 7，甲 3 の 16，甲 3 の 22・いずれも証拠隠滅・原告が保

存してあった記事）や，石川愛前理事長から海外でスイートルームに同宿させて

もらうと公開した平成 23 年 8 月 5 日付けブログ記事（甲 3 の 16・証拠隠滅・原

告が保存してあった記事），和食のディナーを石川愛氏より年長である後夫とと

もにご馳走にあずかる経緯を綴った平成 23 年 9 月 29 日付けブログ記事（甲 2

の 3・証拠隠滅・原告が保存してあった記事）など互恵取引にあずかる様子がつ

ぶさに書かれて公開されている。 

また，被告が，７０歳代半ばでＩＣＵの元学長で，右目から左目へと二度の白

内障の手術を終えて退院された大口邦雄氏，平成 23 年で７３歳との現役の税理

士鷲田先生など地位の高い老女やニトロを首からぶら下げて元気に山登りや写

真撮影をする人脈の広い７５歳の田中登代子氏，外国で食事をご馳走してくれそ

うな，ひとり暮らしでお金持ち風の，耳が遠く長く座っていると歩きづらくなる

７５歳のキョウコ氏に，飛行機の機内で話しかけ，息子さんを差し置いて被告が

すすんで車椅子を押したことによって「おいしいものでも食べましょう」と連絡

先のメモを渡され手中に収めることに成功するまでの流れ（甲 3 の 24）など，

被告が，被告より年長の７０歳代の高齢者に接近し，世間話から個人情報を聞き

出して入手し，彼女らを利用して，各種の恩恵や利益にあずかることを目的に，

常時アンテナを張り，鵜の目鷹の目で活動している様子が記載され，公開されて

いる。 

15 被告が危篤の老女と結んだ「必ず会わせる」との約束を破ったうえに，心にも

ない事を口にするが守らなかった約束不履行をも平気で告白する記事をブログ
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記事に堂々と公開している事実 

被告が，自身のブログ記事に，７０歳の老女について，実名とともに「昔の写

真からは想像もつかないほどに太って，その重い体から心臓も患い」などと，重

篤な『癌患者』である老女の外見を不必要に貶め，身体の弱点をも無断で公開し

たうえに，身体中に癌が転移しているその老女が，生前，「ナオミ，あの人（被

告の後夫），最後に会いに来てくれるかしら？」と被告に質問し，「当たり前じゃ

ないの！ 私が約束する！ 必ず行かせるから待っててね。絶対待っててね。」

と「必ず」との文言を使用して約束を交わしたにもかかわらず，固い約束を破っ

て行かせなかった事実を平気で公開している（甲 3 の 2，甲 3 の 3）。 

16 被告が人様の病名と発症の経緯を３度も執拗にブログ記事に公開しプライバ

シーを侵害した事実 

被告が，自身のブログ記事に，７３歳の太った外国人男性の預けていた資産が，

リーマンショックで紙屑のようになり，医者から『鬱病』と診断され，頭の中に

チップを埋め込む療法をしている事実について，実名ならびに元の勤務先等と共

にまったく同じ内容を３度にわたり公開した。下線の部分は証拠隠滅のためか，

現在は削除されている。 

これは，男性が外国人で，被告のブログを閲覧しないことを知り得て，人様の

不幸を必要もなく反復・継続して執拗に公開しているものであることから，「攻

撃」と感じられる行為である（甲 3 の 4，甲 3 の 13・証拠隠滅・一部削除修正・

原告が保存してあった記事，甲 3 の 21）。 

17 被告が人様の闘病の様子を詳細に無断でブログ記事に公開しプライバシーを

侵害した事実 

被告は，他人のメールの全文を「オンコビン」との「白血病」の治療薬名まで

含めて被告自身のブログに貼り付けて公開したが，証拠隠滅のため全文削除して

いる。 
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「奥様からさきほどご様子を伺いました。びっくりしないで！急性骨髄性白血

病。骨髄移植も考慮されている様なので，病名は事実。家族を同じ病気で失った

私たちには，ショックを隠せません。ご兄弟の骨髄液を調べて，マッチすれば（確

率が兄弟だと３０％），骨髄移植をお考えのようでした。すでに化学療法のオン

コビンとい（う）有名な治療を始めて，骨髄移植をお考えのようでした。」（甲 3

の 20・証拠隠滅・原告が保存してあった記事） 

被告は，他人のメールを被告自身のブログに貼り付けて「乳がん」「リンパ切

除」との病名や治療法，入院日まで含めて無断で公開している。 

「案の定，乳癌で，４月１１日に入院，全摘をしました。現在は元気になって

まいりましたが，リンパを取りましたので怪我と風邪をひかないよう気をつけて

おります。」（甲 3 の 17） 

18 東日本大震災発生直後，被告が書いたブログ記事の内容とは裏腹に，世情を無

視した反感を買う自己中心的な言動を，被告の娘らもろともに実行して，一般大

衆から批判の嵐を浴びていた事実 

被告は，東日本大震災の２日後，「何をしていても後ろめたいのです。一日に

小さなおにぎり１個とバナナ１本しか食べられないという避難所の人たちのこ

とを聞けば，不要なものまでぎっしり詰まった冷蔵庫を開けるのも後ろめたいの

です。ましてやおいしいものを食べて，満腹になったりすれば，まるでいけない

ことをしたかのような気になります。」と，後ろめたさを強調していたが（甲 3

の 10），その舌の根も乾かぬうちに，急遽被災者の生活を顧みない贅沢三昧・浪

費三昧へと反転させたもので，例年にない享楽・豪遊・大盤振る舞い・酒池肉林

の食べまくりパーティを主催して，それらを逐一ブログに記載し，過度の浪費ぶ

りを本件ブログ①②に多数公開して（甲 1 の 1，甲 1 の 2），その豹変振りは，

原告をとことん呆れさせた。 

被告の長女は，東日本大震災後の平成 23 年 3 月 15 日ツイッターで「リュッ
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クサック買いにきてたけど，妹ちゃんからメールきて，とりあえず近くのお友達

の家に。お昼をいただいております……や，違うの! お昼を狙ってきたわけじゃ

ないのもぐもぐ」「えーお茶までー？わるいなぁごくごく」とつぶやき，昼時に

狙いをつけて友人宅を訪問しお昼やお茶をたかった行為に対し，「もぐもぐ・ご

くごく」と称され，表示されて，多くの批判を浴びた（甲 6 の 3）。 

被告の次女は，震災直後，東京を離れ，長男を連れて沖縄に避難し，被災地へ

の水や食料が大量に不足していることを知りながら，「買い出しパワーを全開さ

せた」などと表現して，無農薬の野菜やビールや果物の写真とともに「空の冷蔵

庫にたっぷりと入れた」と逐一紹介する記事を書いて公開し（甲 7 の 2），掲示

板で大いに顰蹙を買い，非難の大合唱に襲われた。しかしながら，被告の次女は，

反省するどころか，批判者らを名誉毀損として御庁で２件の訴訟を提起しており，

現在係争中である。 

19 被告宅にて生命や健康を脅かす賞味期限切れの食材を用いさせて被告の長女

に与え，お客様に提供する料理をつくらせていた事実 

平成 24（2012）年 2 月 24 日，被告が，５年も前に賞味期限が切れていた食

材（タルト台）を「これ使って」と差し出して来て，翌日開催予定の老女を中心

とする「社団法人日本秘書協会」の顧客に提供するパーティ料理の手伝いに来て

いた被告の長女に調理させていた実態が長女のツイッターにより明らかとされ

た（甲 6 の 5）。なお，食を扱う仕事を主とする被告宅に，賞味期限切れの食材

や腐って緑や白のカビの生えた食品等複数が処分されていない事実については，

被告の長女のブログ平成 20 年 1 月 2 日付けブログ記事「新年，そして前世紀の

遺物」（甲 5 の 1），平成 22 年 10 月 11 日付けブログ記事「緑のモフモフと白い

モフモフ」（甲 5 の 3）からも明らかである。 

20 被告宅で社団法人日本秘書協会主催の「シニアフォーラム」が開催され，被告

の料理を食べて大丈夫かと，被告の次女が心配した事実 



 45 

平成 21（2009）年 9 月 3 日「日本秘書協会」の「シニアフォーラム」が被告

宅で開かれたことについて紹介したブログを読んだ被告の次女（ザウルスのマ

マ）が，「お腹の具合も大丈夫ですか（笑）？」と心配するコメントを書き込ん

だ記事（甲 7 の 1）。 

21 被告宅で賞味期限切れの食材を用いてお客様に提供したことを公開した事実 

平成 23（2011）年 4 月 28 日付けの本件ブログ②で，「④ お素麺 はい，単

に食料庫の隅に眠っていた期限切れ直後の素麺を茹でただけなのです。だし汁は

味醂と醤油とかつおだしで作りました。まずは皆さんの前で正しい食べ方を説明

します。」と，賞味期限が切れている素麺をゆでて料理をつくり訪問客に提供し

たことを書いて公開している。被告は，場所が外国なので，当該記事が外国人に

読まれることはないとふんで悪ふざけ（悪ノリ）記事を投稿している。見つから

なければ何をしても良いとの被告の信条が良く出ている（甲 2 の 4）。 

22 被告が，他人から事前に使用を避けるよう伝えられた食材を大量に使用して調

理した料理を内緒で食べさせておきながら，それをブログに記載し，悪ふざけ（悪

ノリ）の記事を平気で公開した重大かつ生命・健康にも関わる行為 

平成 22（2010）年 3 月 22 日付けの本件ブログ②で，「パクチーは苦手なので

入れないでください」と伝えた男性に，「もちろんソースにパクチーをたくさん

使っていることなどヒ・ミ・ツ。（笑）」と被告が書いて，その食材（パクチー）

を大量に使った料理をわからないように食べさせたことを自ら書いて公開して

いる。これは，「悪ふざけ（悪ノリ）投稿」であるとともに，見つからなければ

何をしても良いとの被告の信条があらわれている（甲 2 の 1）。 

被告は，男性が外国人なので，当該記事が読まれることはないとふんで悪ふざ

け（悪ノリ）記事を投稿しているが，笑いごとでは済まされず，一歩間違えば，

生命や健康にかかわる一大事であることを明確にしておく。 

 23 被告が外国の詐欺師らの上を行くしたたかさでやり込めた事実 
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平成 22（2010）年 11 月 3 日付けの被告のブログ記事で,被告は,男二人の詐欺

師だと知り得たうえで危険を承知で申し出を受け外国で写真撮影をしてもらっ

ておいて，お金を出させられそうになった時,外国人の男二人組を向うにまわし

て煙に巻き「その手には乗るものですか」とやり込めて言い負かす度胸を見せつ

けたことから,海外で詐欺師の男性集団に単独で立ち向かったうえ退散させるほ

ど勇気があり,「ピンチに追い込まれても,決してオタオタせずに,にこやかに平然

としていること」（甲 3 の 27・「３分１万２千円のお仕事」・2010 年 11 月 3 日）

と,書き公開しており,抜け目なく狡猾で油断がならない人物である。 

24 被告が虚偽の肩書きをテレビで放映させた事実 

平成 22 年 5 月 19 日（水），原告の妻の親戚にあたる被告の長女・池澤春菜氏

が出演したので「イチハチ」「お坊ちゃま お嬢さま芸能人 No1 決定戦」という

番組を初めて観たが，番組中，芥川賞作家の写真は放映されたが，母親は似顔絵

であった。母親は「准教授」・「著名なマナー講師」と口頭でアナウンスされ紹介

させているが（甲 17 の 1），母親の公式サイトのプロフィールにはどちらの肩書

きも記載されておらず（甲 11 の 4），「准教授」に至っては，どこの大学かにつ

いても紹介されてなかったため，原告は，被告が意図的にテレビ局に虚偽のプロ

フィールを伝えて放映させたものと理解している。 

25 被告が平気で虚偽の事実を著書に書いている事実 

平成 23 年 12 月 15 日，被告は出版を果たしたが，その著作の出版を決意した

日について，被告が主宰する「グローバルキッチン」の顧客である川●満●氏が，

被告の著書を自身の平成 24 年 1 月 11 日付けブログで，「東日本大震災があった

翌日に出版を決意した」との被告のあとがきを紹介し，出版を大震災に藉口して

本を売ろうとしている（甲 20）。ところが，被告は，当初は，被告が敬愛する同

胞であり，被告が講演の企画から開催までのコーディネーターを担当したとされ

る平成 22 年 11 月 27 日に開催された姜尚中氏の講演を聞いた時であり（甲 3 の
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8），平成 23 年 1 月 28 日から有限会社カラージェニックの吉●裕●氏とともに

実行に向けて動き出したと平成 23 年 1 月 28 日付けで自身のブログ記事に明記

し公開している（甲 3 の 9）事実があり，川●氏も被告の虚言によって錯誤させ

られ踊らされた被害者となる。 

このように，被告は，その場限りの心にもない言葉のみならず，その都度いい

加減な言葉を適当に発言して憚らず，規範意識に欠け，平気で嘘を付き，捏造や

改竄の出来る約束を守らない人物であり，間違っていると指摘されても反省心は

なく，却って逆恨みをして攻撃を仕掛けて来る恐ろしい人間であり，発覚さえし

なければ何をしても良いとの被告の信条は被告の言動やブログに顕著に描き出

されている。 

以 上 
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付 属 書 類 

 

１ 訴状副本    １通 

２ 証拠説明書   １通 

３ 甲号各書写し 各１通 
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別紙１（ナオミライクな日々に１年間掲載すること） 

 

１ 記事 

 私，池澤ショーエンバウム直美こと池澤直美は，平成 23 年 8 月 14 日，横浜市

港北公会堂において，ベトナムストリートチルドレン支援会（現ストリートチル

ドレン支援会）理事として，当時プラティエス株式会社（平成 25 年 3 月廃業）代

表取締役として，「東北地方復興支援の会 港北」代表として，また，自ら司会者

となって，さらには，長女池澤春菜に朗読・歌を披露させて，チャリティコンサ

ートを実施しましたが，当該ブログで公約し宣伝していた内容を守らず，多額の

費用を発生させ，チケット売上代金の全額２５９，５００円を費用に充て，皆様

からお預かりした尊い募金からも９７，１８０円もの金額を被災地に届けること

が出来なくなり，費用として流用する結果となりました。大変遅くなりましたが，

ここに，深く反省するとともにご報告し，代表としての責任をとって，チケット

売上代金の１００％および流用額の合計金３５６，６８０円を陸前高田市にお届

けいたします。誠に申し訳ございませんでした。 

平成〇年〇月〇日（判決年月日） 

池澤ショーエンバウム直美こと池澤直美 

 

２ 条件 

(1) 掲載位置は,ページの最上段 

(2) フォントサイズは,font 要素の size 属性で 6 以上 

(3) 期間は,掲載の日から 1 年間 

 



 50 

別紙２（料理冒険家「池澤ショーエンバウム直美」のグローバルキッチンに１年

間掲載すること） 

 

１ 記事 

 私，池澤ショーエンバウム直美こと池澤直美は，平成 23 年 8 月 14 日，横浜市

港北公会堂において，ベトナムストリートチルドレン支援会（現ストリートチル

ドレン支援会）理事として，当時プラティエス株式会社（平成 25 年 3 月廃業）代

表取締役として，「東北地方復興支援の会 港北」代表として，また，自ら司会者

となって，さらには，長女池澤春菜に朗読・歌を披露させて，チャリティコンサ

ートを実施しましたが，当該ブログで公約し宣伝していた内容を守らず，多額の

費用を発生させ，チケット売上代金の全額２５９，５００円を費用に充て，皆様

からお預かりした尊い募金からも９７，１８０円もの金額を被災地に届けること

が出来なくなり，費用として流用する結果となりました。大変遅くなりましたが，

ここに，深く反省するとともにご報告し，代表としての責任をとって，チケット

売上代金の１００％および流用額の合計金３５６，６８０円を陸前高田市にお届

けいたします。誠に申し訳ございませんでした。 

平成〇年〇月〇日（判決年月日） 

池澤ショーエンバウム直美こと池澤直美 

 

２ 条件 

(4) 掲載位置は,ページの最上段 

(5) フォントサイズは,font 要素の size 属性で 6 以上 

(6) 期間は,掲載の日から 1 年間 

 


